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令和６年度 法人本部 事業報告 

１  総括 

   ・ 令和６年度は、介護報酬のプラス改定がありましたが、物価高騰・ 人員不足・ 感染症等の対策に

追われた 1 年でした。その一方で、年中行事やレクリエーション活動は、各事業所で計画通りに

全て実施し、単調となりがちな施設の生活サイクルの中で、ご入居者 ご利用者に心身の活性化や

リラクゼーションを提供することができました。 

    令和 6 年度の重点施策の医療と介護の連携については、月 1 回の情報交換会により受診 入院

がスムーズになり、ご入居者・ 職員に安心感が生まれています。又、ICT導入による業務効率化は、

職員に余裕が生まれ、職場環境の改善に寄与しています。 

   ・ 経営的には、高齢者施設の乱立・ 多様化による待機者減少が続いていますが、病院・ 老健等への

営業活動、相談員による入居相談会等により入所施設（5施設）の平均稼働率が 94%と、収益分岐

点と言われる 90％以上を確保する事ができました。令和 7年度も福祉を取り巻く環境は大変厳し

い状況が続きますが、神戸老人ホームの利点を PRし、公益法人としての使命感を持って、地域の

方々に選んでいただけるオンリーワン法人を目指し、経営の安定に努めます。 

Ⅱ  理念 

    友愛の心をもって、豊かな福祉を創造し、地域に貢献します。 

    友愛の心をもって、尊厳を守り、その人らしい暮らしを支援します。 

    友愛の心をもって、研鑽を積み、ともに幸せを追求します。 

 

Ⅲ  本部事業報告 

  法人本部は、森常務理事を本部長として、竹本統括施設長を副本部長及び経営管理部 人事部の責任   

者、南施設長を企画部の責任者に置き、本部組織の強化を図るとともに、各職種部会に施設長 副施

設長を責任者に配置し、各課題 問題解決に取り組み職員の質の向上に務めました。 

       

● 経営管理部 (責任者：竹本統括施設長) 

① 財務 経理担当 

財務 経理担当は、法人会計を適正に管理し、経営管理のための財務を遂行する部門です。各

会計区分の月次決算書類を作成した他、理事会及び評議員会の運営事務、法人創設 125 周年記

念行事の開催、事務処理体制の効率化、法改正対応等に取り組みました。 

 

② サービス管理担当 

令和 6年度、サービス管理担当は、各事業所のサービス向上の礎となる内部管理体制の構築を

目標としてきました。進捗としましては、神戸市監査などの情報共有はできましたが、各事業
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所の担当者が人員不足の対応や感染対策に奔走し、体制の構築には至っておりません。次年度

は法人の共通指針の整理など具体的な成果が上げられるよう取り組んで参ります。 

 

③ 設備管理担当 

設備管理担当は、各施設の修繕計画等を確認し、業者対応を含め、効率的で一元化された管理

の構築を目指してきました。各担当者で情報の共有を行い、業者の整理等を進めました。また、

友愛苑及びケアハウスゆうあいの大規模修繕の基礎資料などの作成も行ってきました。 

 

● 企画部 (責任者：南施設長) 

①広報 情報システム担当 

広報誌「神戸老人ホームだより」は１０月１日にVOL8 を発刊、VOL9をまもなく発刊予定です。

ペーパーレスで広報誌を発刊しない事業所も増えているようですが神戸老人ホームはもうしばら

くペーパー発行したいと思います。ホームページでは採用情報やお知らせ各施設だよりも逐次更

新しています。インスタグラムと X においても日々の行事等の施設の楽しい様子をアップしてい

ます。 

 

②マーケティング担当 

１０月に第８回、３月に第９回「わくわくウオークラリー」を実施してそれぞれ１６０名と２０

０名の参加があり、地域行事として定着して参りました。１１月１６日には 4 店舗に出店いただ

き友愛マルシェを開催して、たくさんの地域の方々にお越しいただきました。５月に第２回のマ

ルシェを５店舗で開催します。また新たな企画で「神戸老人ホーム耳寄りばなし」を開催し、法

人事業所へ地域の皆さんに集っていただき、信頼関係を構築して利用者獲得につながるよう取り

組んで参ります。 

 

● 人事部 

① 人事担当 

人事担当は、令和 6年度も①職員表彰、②職務分掌の標準化、③職員満足度調査の検討の 3点

に重点を置いて取り組んできました。①職員表彰については「縁の下の力持ち」をテーマに実

施しました。表彰時の写真とコメントをメール送信や印刷物として掲示しました。このことで、

法人内の他部署への関心も高まったように思います。②職務分掌については、作成周知はでき

ました。今後活用していく予定です。③職員満足度調査については、記述式の項目を増やし、

業務改善や職場環境向上に向けた意見を募り、実行可能なものから取り組んでおります。 

 

② 育成担当 

育成担当は、研修の年間スケジュール管理を中心に、リーダー研修や課長係長研修を実施して

きました。リーダー研修 課長係長研修共に職員の前向きな姿勢がアンケート結果からも出て

きております。現在次年度の研修に向けて分析中です。また、職員の接遇について、一般的な
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研修は行っているのですが、更なる質の向上を目指して、法人として接遇マニュアルの作成を

行う事になりました。令和 7年度に計画を引き継いでおります。 

 

③ 採用雇用担当 

介護人材の採用については年々厳しさを増しています。採用雇用担当は新卒採用、中途採用、

外国人採用等について採用力の強化についての取り組みを進めました。採用手法については従

来からのハローワーク求人や求人広告、紹介会社に加えて、新しいWEB採用ツールやスキマ

バイトを活用した採用手法が出現している。積極的にそういったツールを活用し効率的に採用

が行えるよう取り組みました。新卒採用については今年度大卒 1名の採用でしたが、ミャンマ

ー、ネパール、インドネシアよりあらたに特定技能介護職員を採用しています。 

 

● 職種部会 

（１） 介護部会 

令和 6年度の介護部会では、新型コロナウイルス感染症への対応、各事業所での重大事故

と苦情の共有に加え、ICT機器の導入と活用状況についての確認、外国人介護職員への指

導方法の検討などを行いました。共通で利用されているショートステイご利用者の無断外

出に関する情報を事前に共有することで、事前準備をした上で受け入れることが出来た事

例もありました。 

 

（２） 医務部会 

       令和 6年度の医務部会では、「医療ニーズへの対応に対して看護の質を高め、医療と生活

の両面に寄り添える看護を行う」という目標を掲げて活動してきました。 

高齢者施設の看護の質の向上を図るための取り組みを行い、年々増加傾向にある施設の

「看取り」に対してご利用者の心身状況や実践しているケア内容を具体的に判断 検討

できるよう、『看取り』の高齢者施設看護標準の作成について取り組んでいく方向で準

備を進めています。その一環として、在宅における「看取りケア」から施設における

「看取りケア」を学ぶ研修会を行いました。 

令和５年度から始めたオンコールのデーターを継続的に積み上げ、高齢者施設の現場に

必要とされる知識や多職種連携に活かしていくための、感染症等の具体的な対応策 緊

急時対応の事例等を共有していきました。 

 

（３） 栄養士部会 

      令和 6 年度栄養士部会では、食材費高騰のため今まで通りのメニュー構成では運営が厳し

く、各施設で工夫している事等の情報共有を行いました。新たな取組として各施設の配膳場

面の見学と昼食を試食し、互いにアドバイスすることを始めました。各施設で調味料の種

類、使い方等の異なる点を知り、少しの工夫で質が向上することが分かり、有意義な時間と

なりました。その他、例年通り法人内で食中毒予防研修の実施や地域に赴きフレイル予防勉
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強会の講師をしました。今後もより質の高い給食を提供出来るよう運営して参ります。 

 

（４） 相談員部会 

令和 6年度、相談員部会では各施設の稼働状況や営業方法を共有し、個々のスキルアップ 

と稼働率向上に取り組みました。近年、介護保険制度や医療保険制度の影響に加え、サービ 

ス付き高齢者住宅や施設紹介会社の拡大による競争が激化し、入所申し込み者が減少する 

傾向が続いています。こうした状況を受け、施設の魅力をより明確に伝えることが必要とな 

りました。 

その対応策として、施設入所説明会を 11月 17 日に開催し、相談員が各施設の特徴をプレ 

ゼンテーションし、地域住民 15名に参加いただきました。また、居宅介護支援事業所との 

連携を強化し、積極的な営業活動を行うことで、入所申し込み状況の透明性向上に努めまし 

た。さらに、健康診断書作成の簡素化を進め、ご利用者の負担軽減を図る試みも行いました。 

加えて、神戸老人ホームのスケールメリットを活かし、デイサービスとの連携強化を図り、 

より包括的な介護サービスの提供に取り組みました。今後は、広報活動の継続と、地域介護 

ネットワークを活用した情報発信を強化し、稼働率の向上を目指していきます。引き続き、 

ご利用者の利便性向上に向けた施策を実施していきます。 

 

（５） 機能訓練部会 

令和 6年度は前年度に引き続き、機能訓練に関する情報共有を中心に行いました。多職種

連携について各施設の状況共有や STとの連携についても検討しました。また、各施設と

もにノーリフト化へ向けて福祉用具を検討しており、そのキーパーソンは機能訓練指導員

が担っています。より密に連携し、各施設でノーリフト化を成功させるよう取り組んで参

ります。 

 

（６） デイサービス部会 

令和 6年度のデイサービス部会は、特に前年度から引き続きの課題としてあった、外出行

事やボランティアの受入れについては、本格的に再開することができ、ご利用者にも喜ん

でいただけているようです。また、厳しい状況が続いておりますが、開催ごとに稼働状況

や課題について共有し、「やまびこ」と「こだま」が互いに相談しながら切磋琢磨できる

よう努めて参りました。 

 

（７） ハラスメント委員会 

令和 6年度の開催はありませんでした。 

 

Ⅳ  法人会議 

（１） 理事会 
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回 開催日 議  案 開催場所 

第 1回 令和 6年 4月 30 日 
①特別養護老人ホーム友愛苑における設備更新（Wi-

Fi、インカム、ナースコール）の随意契約の件 
省略決議 

第 2回 令和 6年 5月 28 日 

①令和 5年度決算の件 

②令和 5年度事業報告の件 

③特別養護老人ホーム友愛苑の施設整備（介護セン

サー）にかかる入札予定価格等の件 

④特別養護老人ホーム友愛苑の施設整備（中間浴槽）

にかかる随意契約の件 

かもこの風 

第 3回 令和6年10月15日 ①評議員会の招集事項の件 省略決議 

第 4回 令和 6年 12 月 5 日 ①令和 6年度第一次補正予算案の件 かもこの風 

第 5回 令和 7年 3月 19 日 

①令和 6年度第二次補正予算案の件 

②令和 7年度予算案の件 

③令和 7年度事業計画の件 

④評議員選任 解任委員会に提案する評議員候補者

7名の推薦の件 

⑤評議員選任 解任委員会の招集の件 

⑥団体役員賠償責任補償制度の加入（更新）の件 

⑦就業規則の改定の件 

⑧ケアハウスゆうあいの修繕工事の件 

⑨評議員会招集の件 

かもこの風 

 

（２） 評議員会 

回 開催日 議  案 開催場所 

第 1回 令和 6年 6月 12 日 
①令和5年度計算関係書類及び財産目録の承認の  

 件 
かもこの風 

第 2回 令和6年 12月 31日 ①令和 6年度第一次補正予算案の承認の件 省略決議 

第 3回 令和 7年 3月 19 日 

①令和 6年度第二次補正予算案の承認の件 

②令和 7年度予算案の承認の件 

③令和 7年度事業計画の件 

④役員等退職慰労金支給の件 

かもこの風 

 

(３) 法人本部会議 

    メンバー：森本部長 竹本副本部長 南施設長 上杉事務部長 

    回 数 ：月 1回 

    議 案 ：法人全体の運営状況の把握 対策。中期経営計画の進捗確認。 

 



6 

 

（３） 施設長経営管理会議 

 メンバー：本部長 統括施設長 施設長 副施設長 統括所長 事務部長 

 回 数 ：月 1回の第 4金曜日 

 議 案 ：各事業所の実績 運営状況に報告、課題の抽出 討議、解決。 

      その他 


